
別記様式第１７号（第12条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 自主防災組織の設立と防災訓練実施 決算額

視点

事業名 高齢者生きがいづくり及びサポート 決算額

視点

事業名 地域づくり人材育成促進 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

△

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

①自主防災組織の設立と防災訓練実施　：　昨年度までの小鯖地区自主防災組織検討
結果をベースに、更に講習会や検討会を重ね、年度末に素案が出来、28年度総会にお
いて最終的に設立審議を諮ることになりました。また、災害時避難所に関する研修防災
訓練も２回開催し、地区住民への防災意識向上を図ることが出来ました。

小鯖地域づくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

平成27年度は、中・長期の｢小鯖地域づくり計画｣に基づく活動を始め、地域が一体となって活動出
来るイベント（防災研修、ウォーキング、写真コンテスト等）を企画・実施したほか小鯖夢プラン検討案
で出てくる意見を基に「集いの場＝さばろっち交流広場」を開設する等、地域課題改善に向けた取
組みが出来たと思います。次年度からは、「これからの小鯖の夢プラン」をベースにした「第３次小鯖
地域づくり計画」策定に向けた取り組みに努めます。

３，８７９，１３３円

 地区住民および各種団体が連携・協力して、豊かで住みよい安全な地域づくりを進める。

②高齢者生きがいづくり及びサポート　：　地区民の中から『集いの場が欲しい』という声
が多く聞かれ、現存施設を活用し『さばろっち交流広場』を７月に開設しました。平均週２
回程度で行事プログラムを組み、開設後約600人が利用され喜んでいただいています。
今後はプログラムの検討を加えさらに多くの利用を目指します。

②

③

・地域住民の安全のための防災意識の向上

　５１，２１９円

・交流拠点づくり及び高齢者のサポート

　７６，６９９円

・青壮年層の地域づくりへの参画

③地域づくり人材育成促進 ： これからの地域を担う若い世代をメンバーにして、３～４回
の打合せを行ったが、働きながら時間を割いての取り組みであることもあり、中々継続し
ての打合せが出来なかったと言えます。28年度から進める「第３次小鯖地域づくり計画」
策定に向けては、若い世代にも参加してもらう土壌を作り進めます。

　０円

①
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（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）： 元のサーバー容量が100MBで容量限界に達し、容量アップ手段を検討した
結果、かなり費用がかかることも分かり、NPO法人対象のブログ（容量２GB）が無料で
利用出来るため切り替えた。楽しみが感じられるブログに仕上がり、ここ３ヶ月のアクセ
ス数が、約６00件です。

（今後に向けて）：｢小鯖地域づくり計画｣を評価委員会での評価を進め、更には「夢プ
ランまとめ」と併せながら、第３次小鯖地域づくり計画（平成30年～34年）策定に向けて
進めるとともに、地域づくり協議会の事業推進体制を強化して行きます。

（実施内容）： 「小鯖地域づくり協議会」のネーミングで24年4月末にホームページを開
設し、随時 内容を更新継続しているが、新たに読まれるWEB広報を進めるために、ブ
ログを公開した。

（実施時期）：　更新作業は随時実施、ブログを平成27年12月中旬に公開した。

（参加人数）： 更新作業　1名

（成果）： 『小鯖地域づくり協議会』（ブログ版）を公開。地域づくり協議会情報だけでな
く身近な情報、行事も随時更新するよう努めています。

（事務員等の雇用人数）：事務局長 １名、事務局員 ２名　　計 ３名

（運営費の主な内容）：事務局人件費、事務費、通信費他

（実施内容）： 広報紙「正田山」を通して、地域づくり協議会の活動情報を伝えています。

（実施時期）： 27年4月（65号）～28年3月（76号）　内　カラー版（75号）

（実施時期）： 27年4月　～　28年3月

（参加人数）：専門部会のメンバー（10人）

（成果）：　部会の開催運営等は計画案の整理から始まり、最後のまとめ・反省まで予
定通り実施しました。

（評価）：－

　活動計画の実施事業

２００円

（実施内容）： 部会会議の開催を計画的・効果的な運営・実施をしました。

　ホームページによる地域発信事業

０円

（参加人数）：総務部会委員及び事務局にて　編集、印刷作業を行います。

（成果）：　地域づくり協議会の情報をかなり詳しく伝えることが出来ました。

（評価）：　広報紙Ａ4サイズ・４ページ版で、記事もゆったりした紙面にして、読み易く
なったとか　こんな記事を掲載して欲しい等の意見が聞かれるようになりました。

（今後に向けて）：28年度も、身近な情報を入れ、更に多くの人に親しまれアクセスされ
るブログづくりを推進する予定です。

（成果・評価）：年間を通じて滞りなく事務局運営を行いました。事務局の
運営体制

（今後に向けて）：地域としての広報紙が『おさばだより』(交流センター)を含め２紙あり、
それを一体化したものにして、次年度は地域の人にしっかり読まれる広報紙作りを目
指す。

（今後に向けて）：引き続き、各期において確認連絡する場で、事業の精度を更に上げ
られるような体制に取組みます。

　広報活動「正田山」

１８９，４９０円
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（今後に向けて）： この27年度でまとめた「小鯖の夢プラン」を基に「第３次小鯖地域づ
くり計画(平成30～34年版）」の策定に向けて具現化を目指します。

　コミュニティ交通調査

（実施時期）： 27年4月　～　28年3月

０円

（実施内容）：小鯖全地域におけるコミュニティ交通について検討します。

（評価）： 昨年度に引き続き、「イルミネーション」「写真コンテスト」及び「小鯖ゆるキャ
ラ」のお披露目をした結果、関心も集まり　それぞれ好評でした。

（今後に向けて）： 小鯖の大きなイベント「夏まつり」、「小鯖ふるさとまつり」を盛りたてる
形で活性化事業を企画し取り組んで行きます。前記のイベント事業は継続します。

１７，５１３円

① 夏まつり（8月）時「そうめん流し」実施しました。

② ふるさとまつり（11月）時に、第4回目となる「イルミネーション」点灯し　約2ヶ月半実
施しました。

④ 小鯖ゆるキャラ『さばろっち』が地区の皆さんに愛着をもって貰えるように幟を作製
し、その後各行事においてお披露目、立てて小鯖活性化に一役担いました。

③ 小鯖の史跡・自然をテーマにした「写真コンテスト」を5月末から募集実施し　11月の
小鯖ふるさとまつり時に審査発表表彰をし、その以降「写真展」を開催しています。

（実施時期）：27年　4月～28年　3月

（成果）：下記の４件を事業として企画実施しました。

（参加人数）： 各イベント実行委員会のメンバーにより実施しました。

　地域活性化応援事業

（参加人数）：　小鯖の夢プランづくり策定委員会　：　１２人

（成果）： 26年度のアンケート」調査結果を基に、住民の意見　想いを更に取り上げ、ま
とめをする段階まで進みました。

（評価）：　「小鯖の将来を見据えた」という具現化した意見・要望の発掘が難しく、委員
会でのまとめ・方向付けに苦慮しています。

　新たな公共ニーズへの対応

（実施内容）： 少子・高齢化の進む小鯖の将来を見据えて多様化する住民の公共ニー
ズを常に把握するよう努め、アンケート調査等を通して、小鯖の夢プランづくりに取り組
みました。

　掲示板設置事業

１００，０００円

（評価）： 　－

（今後に向けて）：次年度以降も事業としては継続し、要望の見込みあれば予算計上し
て進めます。

（実施内容）： 地区自治会で情報掲示の適当な場所がなく掲示板設置要望や補修の
要望がある場合に助成するものです。

（実施時期）：　－

（参加人数）：　２地区実施

（成果）：ここ２年設置要望が無いため予算計上せず、要請があれば予備費で対応す
る考えでいました。結果として２件設置要望があり実施しました。

６７８，４８５円

（実施内容）： 小鯖地区活性化のために、人との絆の大切さを考慮して　全世代が交
流参加が出来るイベント事業を行なうもので、27年度は下述の４件を取組みました。
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事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

地区外広報活動

２１７，２４４円

（評価）：現在、「小鯖地域づくり計画」は実行段階にあり、事業内容と予算執行状況と
合わせて随時検証する必要があります。ただ今年は「小鯖の夢プラン」まとめ作業に注
力したため、検証作業は保留としました。

（今後に向けて）：28年度は｢評価検証｣を確実にフォロー作業を進めます。

（成果）：必要な検討課題ですが、今年度は山口市交通政策課主催による小鯖地区公
共交通セミナー・アンケート調査が行われたこともあり、協議会独自の取組みを行わ
ず、小鯖地区全体の構想が出てから取り組みます。

（評価）：

（今後に向けて）：今後、高齢化が進むにつれ、コミュニティ交通は重要課題になると考
えますので、充分に地域の意見を把握するようにします。

　地区総合計画の検証

０円

（実施時期）：27年4月～28年3月　

（参加人数）：　委員会メンバーの確保が出来ず、作業保留にしました。

（成果）：－

（実施内容）：24年度に策定した｢小鯖地域づくり計画｣について、進捗状態を随時検
証するものです。

（実施時期）：－

（参加人数）：－

（評価）：－

（今後に向けて）：次年度も引き続き、若い世代に声掛けをして、研修会等を実施し
今後の小鯖地域のことを真剣に積極的に考えてくれる素地づくりを進める。

（参加人数）：－

（成果）：「新たな公共ニーズへの対応」の取り組みと併せて取り組みました。

（成果）：打合せを進めるが、これからを担う若い世代の継続しての参加が困難。

　人材育成促進

０円

（実施内容）：地区内での活動の基になる「ボランティア意識」「参加意識」の芽生えに
なるキッカケ作りを目的にしたテーマでしたが、27年度は若い世代を積極的に取り込
み担い手育成を目指して取組みました。

（実施時期）：27年4月～28年3月

（参加人数）：６人

（評価）：－

（今後に向けて）：今後、｢夢プランづくり｣案の検討と並行して検討を進めます。

　地域活性化センター期成

０円

（実施内容）：色々な集いの場となるセンター（店舗､集い､避難)設立を目指し、調査検
討します。

（実施時期）：27年4月～28年3月
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事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）：－

（今後に向けて）：小鯖地区活性化の一端として、小鯖のＰＲ活動は継続して進める。

（実施内容）：　小鯖地区の情報を他地区へ広報し、ＰＲする事業とし、小鯖に対して関
してもらう。

（実施時期）：27年4月～28年3月

（参加人数）：－
（成果）：行事（小鯖夏まつり、イルミネーション）について広報資料作成・投稿及び古
びた「小鯖ガイド看板」（八反田・国道262号線沿い）を情報も刷新したものに作り替え
た。

　高齢者の生きがいづくり事業

７６，６９９円

（実施内容）：促進するために、「さばろっち交流広場」開設、「いきいきサロン連絡会」
開催しました。

（実施時期）：さばろっち交流広場　27年7月7日、いきいきサロン連絡会28年2月20日
開催

（参加人数）：「いきいきサロン連絡会」設置済みの12団体と設置希望の地区代表者等
の約25名が参加しました。「さばろっち交流広場」の利用者数は約６００人。

（成果）：うまくサロン活動を継続して行えるコツ等の意見交換が出来ました。が、高齢
化が進み参加しにくくなっている等の課題があると認識されました。

（評価）：この「サロン連絡会」は、情報・意見交換の場として有意義と思われます。

（評価）：各イベントにおいて、食生活改善推進員や母子保健推進員、ボランティアの
方々等の支援で予定通りの事業が実施出来、保護者にも喜んでいただきました。

（今後に向けて）：継続して活動出来るよう支援していくことが大事と考えます。

　子育て支援

２７，１９１円

（実施内容）：地区内住民の要望に応え、支障なく「子育て支援活動」が行えるようにす
ると共に特に「子育て支援」活動を掲載したＰＲチラシを作成・配布し、多く参加して貰
えるようにします。

（実施時期）：定例会（年２回）、講演会　11月6日、　「子育て支援」チラシ配布10月

（今後に向けて）：楽しく、健康増進に向けたウォーキングのあり方を更に検討します。

（今後に向けて）：状況に応じ、アンケート調査を行い　「子育て支援」活動を充実させ
て行きます。

（参加人数）：講演会　約40人

　ウォーキング事業

（成果）：　「子育て支援」に関する種々の活動を掲載したＰＲチラシを作成し全戸に配
布しました。

２３，４９４円

（評価）：小鯖地区の伝統文化に触れることが出来たと好評でした。

（実施時期）：10月25日（日）

（参加人数）：　３８人

（成果）：　往復約５kmの「小鯖八幡宮」ウォーキング と 無形文化財「代神楽舞」鑑賞、
餅まきを体験しました。

（実施内容）：小鯖八幡宮「秋まつり」時に健康維持、交友を深めるために「ウォーキン
グ」を企画しました。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

　ふれあい配食事業

（成果）：　調理器具等を揃え、計画通り、実施しました。

（実施内容）：70歳以上独居者及び高齢者夫婦や気になる方を訪問活動および地区
会議・研修を実施しました。

（実施時期）：27年7月3日　　小地区見守り合同研修会

（参加人数）：６０人

（成果）：定期的な訪問、周辺住民による見守り活動で独居者の安否が確認されます。

１１，３３０円

（評価）：少ない配食回数ですが、非常に喜ばれている事業になっています。

（実施内容）：高齢独居者を対象に、労りや栄養等を考慮した「ふれあい弁当」を届け、
元気に過ごして欲しいという気持ちで取り組んでいます。

（実施時期）：年間３回実施しました。（10月2日、12月4日、3月4日）

（参加人数）：毎回　約100食を配っています。

（今後に向けて）：アンケート調査をし、食中毒、献立内容や配食回数を検討し　継続し
て取り組んで行きます。

　見守り訪問活動の充実

５，５４４円

（評価）：日頃から独居者の安否が確認され、有意義な活動となっています。

（今後に向けて）：今後も年１回は研修を続け、資質の向上に努めます。

　小鯖地区敬老会

１７９，２８０円

（実施内容）：27年度は小鯖地区合同で敬老会を開催し、送迎バス代費用として助成
しました。

（実施時期）：27年9月20日

（参加人数）：１７８人

（成果）：参加率２４．８％。　

（評価）：小鯖地区全体及び町内会単位での交互に開催する敬老会も定着化しつつあ
り、有意義な催し形態になっていると思います。

（今後に向けて）：今後も、小鯖地区全体及び町内会単位での敬老会を交互に開催し
ます。

　高齢者サポート事業

２４，６１５円

（実施内容）：子どもや高齢者が心豊かに過ごせる地域を目指し、高齢者に対する買
物支援、ゴミ出し支援等の地域住民の助け合い活動の有無を調査し今後の課題とし
て提言出来るように取り組みます。

（実施時期）：聞き取り調査　６月～８月、草刈り・ゴミ出し８月初旬、粗大ゴミ・不燃物処
理等12月中旬

（参加人数）：部会メンバー　10人

（成果）：今回は、草刈り・ゴミ出し（７件）　粗大ごみ処理他（４件）の依頼に対応しました。

（評価）：高齢者所帯においては、今後も検討して欲しいと好評でした。

（今後に向けて）：今回のサービスを参考にして充分に検討する必要があるが、次年度
も継続して進めます。
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（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

（成果）：－

　災害発生防止対策

　自主防災組織設立と訓練の推進

５１，２１９円

（実施内容）：小鯖自主防災組織設立に向けた研修を行い、関係団体等に自主防災
組織の基本的なものを理解してもらい、設立の準備を進める。

（今後に向けて）：普段から色々な形で継続して自主防災に関する体験訓練を推進し
ます。

　災害ボランティア事業の会の充実

０円

（実施内容）：災害ボランティア隊員を募る共に、災害箇所に出向き支援活動する。

（評価）：　関係者間では、現時点における最新情報の共有化は出来ています。

（今後に向けて）：定期的に情報更新をしながら、継続的に行います。

２，８１０円

（実施内容）：小鯖地区内の災害弱者を把握するとともに、要支援者と支援者を特定
し、災害時１人も犠牲者を出さぬよう　地区内における住民の安全確保に万全を期す
る体制を作ります。

　災害弱者への対応

（実施時期）：　【1回目防災教室】　7月12日　、　【2回目防災研修】2月28日　　開催

（参加人数）：　【1回目防災教室】　約80人　、　【2回目防災研修】　約65人

（成果）：平成21年の災害現場の確認（11/29）や自主防災組織の検討会（9/18）を行
い、関心を高めて行く。

（評価）：災害時避難所での心得、知識について理解し易かったと思います。

（今後に向けて）：今後も災害ボランティア隊員募や集地元に限らず、他地区の災害ボ
ランティア支援には積極的に参加予定です。

（実施時期）：災害派遣する近辺対象地区なし

（参加人数）：なし

３０，７５６円

（実施内容）：自主防災及び危険箇所現地調査等に関連した取り組みを行います。

（実施時期）：11月29日

（参加人数）：部会メンバー　１０人

（実施時期）：　7月3日に研修会を実施

（参加人数）：地域づくり協議会、地区民児協、自治会、地区社協、地区福祉員協の関
係者約８０名

（成果）：要支援対象者　32人の「災害弱者支援カード」を作成し、それを関係者へ配
布しました。

（評価）：－

（成果）：防災研修等と兼ね、平成21年7月災害発生現場についての研修を行いました。

（評価）：　－

（今後に向けて）：次年度以降も、災害発生防止に向けて計画的に取り組みます。

　交通安全運動徹底
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事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）：交通安全運動期間中に　ベスト等を着用し交通危険箇所を巡回して
安全意識を高めるよう努めます。

　子供の見守り活動

１００，６８６円

（実施内容）：小鯖っ子の登下校時の安全を期し、見守り活動を行っています。

３９，７２８円

（実施内容）：安全運転、安全歩行の意識をより喚起向上させるために、各地区の立哨
者がベストやタスキを着用して啓発活動に努めています。

（実施時期）：交通安全旗の補充を行い、子供の通学時間帯を主として立哨指導しています。

（参加人数）：　２０人

（今後に向けて）：子供を大事にする気持ちで、継続して取り組みます。

　防火防犯対策

（実施内容）：小鯖地区の消防団員の新規募集等を進め体制維持を進めます。

（実施時期）：　－

（参加人数）：　－

（成果）：今年度は「家庭用火災報知器啓発」用チラシ（全戸配布）を作成し火災被害
防止に努めています。

　消防団の支援促進

１，０００円

１９，６５６円

（実施内容）：空家問題が防火防犯の一因でもあり　まず空家等の調査を実施し対策を
検討します。

（実施時期）：27年3月

（参加人数）：　　－

（成果）：防火面で　消火器を整備しました。

（評価）：空家情報公開についても問題があり、現在は内部で保管、検討しています。

（参加人数）：　　－

（今後に向けて）：空家の防火防犯上の具体策に向けて検討を進めます。

　避難時必要資材充足

４８８０８４円

（実施内容）：自主防災及び避難に関連した資材補充の取り組みを行います。

（実施時期）：27年8月～28年2月

（評価）：「火災報知器」の意義について認識してもらいました。

（今後に向けて）：次年度以降も継続して取り組みます。

（実施時期）：年間を通して、登校時と下校時の見守り

（参加人数）：　現在登録の会員数は　約１００人です。

（成果）：今年度は、児童から幟旗のデザインを募集して『幟』３０本を作製し、通学路に
設置して、安全見守りを充実するようにします。

（評価）：小鯖小学校通学者の登校下校時の安全を見守る活動で地区住民からは一
様に感謝されています。

（成果）：交通安全に腐心し、あいさつの交流が増してきました。

（評価）：交通安全協会委員を中心とした　朝の指導は安心の絆を広めています。
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（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（実施時期）： 27年4月～27年12月

（参加人数）： 延べ３２地区　（２回申請　１２地区）

　花いっぱい運動（花壇整備）

１３３，０１３円

（実施内容）： 小鯖地区内の環境美化を目的とし、町内会に公共の花壇整備費として
上限15,000円内で　申請額の10割を助成するものです。

（実施内容）： 小鯖地区内の環境美化を目的として、地区単位での清掃活動に対して
１回5000円（上限）を助成するもので、　年２回まで申請受付をします。

（実施時期）： 27年4月～28年2月

（参加人数）： 延べ２２団体

（成果）：団体数として、前年度並みの活動

　一斉清掃活動

（成果）：鳴滝親水プールオープンや鳴滝公園の草刈り等整備も行い、夏時期は多く
の親子連れの姿がありました。

（成果）： 団体数として、前年度と同等

（評価）： 地区内に２３地区自治会が登録されていて、実際に清掃活動をしているが、
他の中山間事業等から補助を受けているために地域づくり協議会へ申請していない
ケースがあり数字が増えない面があります。

（評価）：山口市と継続して協議して、環境整備管理の検討が必要です。

１５６，４７１円

（評価）： 地区内に２３地区自治会が登録されているが、約半数の申請に止まっている
が、前年に比べるとこの花壇整備事業助成制度を利用して花壇整備を進めようという
声を多く聞くようになりました。

（成果）：防災用品投光器・ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ・非常食・反射ベスト・包帯・救急三角巾等を購入しました。

鳴滝公園の観光地化

０円

（実施内容）：鳴滝公園の管理及び環境整備について取り組みます。

（実施時期）：随時、山口市観光整備課と協議を進めています。

（参加人数）：7月中旬に消防団による鳴滝親水プールの砂上げ、ボランティア約２０名
参加でプール周辺草刈り整備しました。

（今後に向けて）： 環境美化事業は次年度以降も継続して実施します。前項と同様
に、広く認識してもらうために、広報紙「正田山」以外による広報活動も併せて検討しま
す。

（今後に向けて）： 環境美化事業は次年度以降も継続して実施します。広く認識しても
らうために、広報紙「正田山」以外による広報活動も併せて検討します。

（今後に向けて）：観光地、野良猫等の問題については、解決に向けて継続して協議し
て行くと共に公園､プ－ルの整備を継続して進めます。

　正田山の環境整備

２００，０００円

（実施内容）： 小鯖地区中心にある　正田山の環境美化を目的とし、頂上のタンク周辺
の雑木を伐採し整備しました。

（評価）：－

（今後に向けて）：避難時に必要と思われる資材を主に補充していくよう進めます。
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事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（今後に向けて）：　徐々に子ども、若者が少なくなる現状に即した運動会を検討すべ
き時期にきていると考えます。

（今後に向けて）：継続の必要性から、今後、各地区公民館にも標語を揚げ、関心度を
アップして取り組みを推進します。

　三世代交流大運動会　伝統行事の継承

３９，６００円

（実施内容）：運動会競技の中に、防災関係の種目を入れ　必要用具を準備する計画
でしたが、今年度はカラー玉２００個を購入しました。

（成果）： 今年度は山口柊側を特に間伐による整備し、頂上からの眺望も良くなり、タン
クや桜が更に見えやすくなりました。

　土木工事（法定外公共物整備）

（実施時期）： 28年1月～2月

（参加人数）： 伐採作業は民間業者に委託し実施。（斜面にて危険をともなう為）

２，５４３，０００円

（評価）： 正田山タンク周辺が整備され　更に行きやすくなり、憩いの場になりました。

（今後に向けて）： 正田山の雑木伐採は、一旦終え、今後はトイレや駐車場整備につ
いて山口市観光課と協議して推進します。

（実施内容）：法定外公共物整備事業として地域に広報し、要望を受け付け、土木工
事推進員会にて審査しその年度内の工事箇所を決定して進めています。

（実施時期）：　27年4月　～　28年3月

（評価）：毎年予算額を遥かに超えるぐらい申請が出ています。

（参加人数）：　土木工事推進委員会（７人）にて対応。

（成果）：　７件（道路・排水路補修２件、　用水路５件）承認対応しました。

　あいさつ運動の推進

（今後に向けて）：28年度からは、行政窓口にて対応することにしました。

　小鯖夏まつり

３６０，０００円

（実施内容）：盆踊り、歌等を通して地域の方々と交流出来る｢世代を超えた交流の場｣
として｢小鯖夏まつり｣を実施します。

４２，４９０円

（実施内容）：地域全体で取り組めるような「あいさつ運動」の推進を図ります。

（成果）：今年度は、小鯖小学校伝統の「竹馬」を競技に取り入れました。世代を超え　小鯖らしさを盛り込んだものにしました。

（評価）：　運動会の運営について見直しが必要という声が聞かれました。

（実施時期）：　27年4月26日

（実施時期）：27年4月　～　28年3月

（参加人数）：小学校全児童　及び地区住民

（成果）：　児童、一般から多くの標語応募があり、児童７点、一般４点の入選作品を選
出し、3月初めに小学校フェンス及び他の通学路沿いに掲示しました。

（評価）：今回で５回目。１年目ほどの盛り上がりに欠けた感があります。特に一般の応
募が少なく、関心が薄かったように思われます。

（参加人数）：　約600人

10 / 11 ページ



事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

（実施時期）：　27年8月8日（土）

（参加人数）：　約800人

５０，０００円

（成果）：　　―

（評価）：　　―

（今後に向けて）：今後も久しぶりに帰省した家族とともに、子供の参加を促進するよう
な楽しい雰囲気の｢夏まつり｣になるよう取り組んで行きます。

　小鯖ふるさとまつり

２２０，０００円

（実施内容）：地域交流センター館内外、幼稚園広場等を利用し、各利用団体の学習
発表や地域交流の場として　みんなが楽しく集えるふるさとまつりにしました。

（今後に向けて）：次年度も教育ネットと連携しながら健全育成を推進します。

３９，４００円

（実施内容）：地区住民の健康増進、交流を目指すもので、これまでにも、キンボール、
カローリング等のニュースポーツを取り入れ今年は、ノルディツクウオーキングを取り上
げました。

（実施時期）：　11月7日　

（参加人数）：　　２５人

（成果）：　講師を招きノルディツクウォーキング講習会を開催し、実際に約４ｋｍを歩き
汗をかきました。また、高齢者に向いたスポーツ用具「ボッチャ」を購入しました。

（実施内容）：小鯖・大内地区学徒による教育ネットの一連の活動で今年度は「あいさ
つ運動」に取組みました。

（今後に向けて）：　新年度においては、広報紙｢正田山｣等を活用し、各スポーツ器具
の紹介やその利用促進を図って行きます。

（評価）：　ノルディツクウォーキングは講習後、愛好家が増え、しばしば地区内でも
ウォーキングの光景を見るようになりました。

（実施時期）：28年3月

（参加人数）：　―

（成果）：「あいさつ運動・幟」を作製し、小鯖小学校校門近くに設置しました。　

（評価）：　―

（実施時期）：27年11月15日（日）

（参加人数）：約700人

（成果）：天候にも恵まれ参加者は多かったように思われます。ぶっくんコーナー、科学
実験コーナー等も好評で子供の来場者にも喜ばれました。

（評価）：今年も中学校のボランティア参加によるまつり運営をしました。また小学校の
協力を得て、小学生の標語・絵の作品展示を行うことが出来、新規の展示団体、協力
団体が増えました。

（今後に向けて）：学習発表団体は減少傾向にあるが、イベント内容も充実させていき、
今後は幼稚園・ＪＡとも連携して一緒に地域のまつりを盛り上げたいと思います。

　ニュースポーツの振興

　青少年の健全育成
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